
「第 2 回森わさ賞」受賞者に呉富美氏 
（短大卒）決定！ 

～表彰式は 2 月に～ 
校祖森わさ先生の志を継承し活躍する女性教

職員や卒業生・修了生を顕彰するために、昨年度
新設された、「森わさ賞」の第 2回受賞者が決定
しました。 

募集期間内に 16 名の被推薦者があり、選考委
員会（委員長：佐藤学長）による選考の結果、呉
富美さんに決定しました。呉さんは 1961 年に神
戸学院女子短期大学を卒業後、1968 年に「富美
宝飾」を創業され、今日まで代表。業界のリーダ
ーとして、神戸貴金属工芸組合組合長や兵庫県
技能士会連合会理事等も務められています。こ
のかん、厚生労働大臣表彰や神戸技能功労者表
彰、兵庫県労働・技能功労者表彰を受賞。表彰式
は 2 月に行われる予定です。 

 
 
 
 

第 3 回男女共同参画・ジェンダー卒論発表会」
を開催します：2 月 5 日～発表者エントリーも
受付中～ 
男女共同参画やジェンダーに少しでも関連する

テーマで卒論に取り組んだ学生が、学部を越えて
研究成果を発表する機会です。ぜひエントリーを
お声がけください。また、学生たちの発表をぜひ
おききください。 
◆2 月 5 日(金)13:45-15:15＠A 号館６階 
◆発表エントリーは 1月 18 日(月)まで。 
 

佐藤学長を囲む「学長カフェ」を開催します～
2 月 15 日～ 

今年の学長カフェは、オンラインとのハイブリ
ッドで実施します。佐藤雅美学長と一緒に、これ
からの男女共同参画やワーク・ライフ・バランス
のあり方等について、フィジカルディスタンスを
とりながら率直に話し合いませんか。どなたで
も、少しの時間でも、ぜひご参加ください。 
◆2021 年 2 月 15 日(月)11:00-12:00 
◆＠zoom＋KPC１ D 号館会議室 
オンラインで参加をご希望の方は、メールでご

連絡ください。折り返し URL をお送りします。 

神戸学院大学 男女共同参画推進室 
住 所 神戸市中央区港島 1 丁目 1番地 3           
電 話 078-974-1551（代表）内線 84453 

078-571-0927（直通） 
メール danjokyodo@j.kobegakuin.ac.jp 

介護休業取得可能期間が、93 日から 186 日に
延長されました～2021 年 1 月 1 日から～ 

育児・介護休業法施行規則等が改正され、令
和 3 年 1 月 1 日から施行されたことに伴い、本
学でも以下のとおり取り扱いが変更となりまし
た。 
①介護休業の取得可能期間が通算93日から186

日に延長されました。 
②今までは 1 日又は半日の単位でしか取得でき

なかった子の看護休暇・介護休暇が、1 日、半
日又は時間単位で取得できるようになりまし
た。 

神戸学院大学        2021 年 1 月 

     男女共同参画ニュース 第 26 号 

第 1 回男女共同参画オンライン弁論大会を開

催しました～12 月 23 日～ 
 今年度新規事業として、「神戸学院大学 男女
共同参画 弁論大会」を 12 月 23 日にオンライ
ンで実施、約 100 名の参加がありました。弁士
には２学部から 7 名の学生がエントリー。女性
教員の数や男女が働きやすい職場環境、男性の
育児休暇取得率の向上、セクハラ問題などをテ
ーマとして、それぞれの問題意識を、データや
自分の体験を交えて話しました。 

全員による ZOOM 投票の結果、最優秀賞は、
卒業研究でのインタビューをもとに性風俗につ
いて問題提起を行なった、「必要悪としての遊
女」（熊川紗帆さん・人文学部４年次生）、優秀
賞は、「女性蔑視について」（見方萌香さん・人
文学部３年次生）、「多様な性が生きやすい社
会」（青山乃愛さん・人文学部４年次生）が受
賞。熊川さんは、「『必要悪』というキーワード
に辿りつくまでが大変だった。大学の学びがか
たちになった」と受賞の言葉を述べました。 

活力ある環境づくりを目指して      学長 佐藤雅美 
謹んで新春のご祝詞を申し上げます。本年も何卒よろしくお願いいたします。 
昨年はコロナ禍に翻弄され、大学の存在価値が問われた１年でした。そのような

状況の中、ハイブリッド環境を活かして、オンライン弁論大会、サイエンス・フォ
ーラム、市民公開講座等、男女共同参画の多様な取り組みが実施されました。また、
男女共同参画キャッチフレーズの表彰も行われ、校祖・森わさ先生にちなんで設け
られた第 2回森わさ賞の受賞者も決まりました。本年もニューノーマル時代に向け
て大学の存在意義が試されます。4年目に入る「男女共同参画推進計画」を着実に
実行し、男女がともに活力をもって様々なことにチャレンジできる環境づくりを推
進してまいります。   


